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ト， 6oco照射（3000rad) を行った． CTでは（iJ
plain CTで isodensityの部と lowdensityの部


























































































grade 3.部分易ljのあと， ACNU500mg. 6120 rads 
の放射線療法施行． focal epilepsy IC難渋して再開
頭症例2は， 8歳女子．左の角田部の皮質下を占め
る astrocytomagrade 3.部分易IJのあと， ACNU150 





男． 左頭頂正中部の astrocytomagrade 4.術中



















































ti on) (2. 6 x 2. 5×2. Ocm）.左 A1K hypoplasiaが



































































Stehbens によると（I)funnelshape dilatation, (2) 















































































頭・側頭・頭I買の脳表にひろがる low density area 
とがあり， 左 CAGでは左中頭蓋禽の大きな mass
lesionと硬膜下の effusionを思わせる無血管野とが



























































認めた．手術ば後~；il下関頭，第 1 及び第 2 頚推椎弓
除去を行った第2頚椎椎弓のレベルまで降下した












































lgm以下の functionalmicroadenoma ( eosinophilic 




























































































































































































目的及び方法 Cyclicadenosine 3' 5’monophos・ 










































































































































































ている． 手術症例は4f列で，その内訳は basilartop, 
























Vertebral Basilar Junction An巴urysmはDrake























PF A (Posterior Fossa Approach) 


































































































































では異常を認めず，第5病日， CT scan を行なった



















な結果を得たので報告する． AVM の内訳は basal




は，いずれも血腫を併ってけたため， trans cortical 
あるいは transsylvianapproach で血腫腔に達し









thalamus, basal gangliaの AVMは脳内血腫の有
無，神経症候の重篤度が判断の基準となり，脳室内











































































当科l乙て左 BAGで C1Csの spinalAVMと確
認し， 数回の手術にて左椎骨’動除の trapping を行
う. ~，iiJ後 bruit 知覚，運動障害は改善する傾向にあっ









































































































例IC:, Tc-RBC vascular image を施行した．同時
に， Tc99m pertechnetate brain scintigramを施
行したのは， 3例であった． Tc-RBC angiography 
では， 5例中3例に明確な STA-MCA吻合部描出が
見られたのに対して， Tc-angiography では， 3例
中1例のみであった．文 Tcstatic scintigraphyで
は， 全く見られないのに対して， Tc-RBCvascular 
imageでは， 5例中3例K認められた．この結果は，
Tc-RBC vascular image lとより STA-MCA吻合部
の開存の有無を描出し得ることが可能であるというこ
とを示唆する所見であり，従来， STA-MCA吻合術




























































choroidal artery のすぐ末梢より周囲の vesselと
明らかに異なる静脈様動脈が分岐し， また A1及び
Heubner arteryから分岐した穿通校とともに頭蓋底
IL存する異常血管網に流入しているのが認められた．
異常血管網の一部を biopsyし手術を終えた．血管撮
影の所見，術中所見，組織所見より Moyamoya病と
の関連について考察した．
